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けて東京市によって行われた商業調査によれば（注 2）、百貨店の販売高は 2億 3500万円でシェ
アは 24.5%と月賦販売高を圧倒している。
　また両大戦間期における百貨店が大きな影響力を持っていたことは 1937年に百貨店法が制定
される等法整備がなされたことからも傍証することが出来る。本書では、戦前期日本の通信販売
において居宅引換制度の展開が限定的だった点、月賦販売において販売金融会社、信用調査機関
がほとんど存在しなかったことが掛倒れ率の高さと価格への転嫁に繋がっていた点、また通信販
売、月賦販売ともに取引の健全化に必要な社会的信用を担保する法制度が未整備であった点を指
摘し、通信販売、月賦販売の限界性に留意している。この論点は大衆消費社会の形成過程を考え
る上で非常に示唆的であるが、通信販売と月賦販売のインフラや法制度が政策課題として挙げら
れなかったことは、翻って市場の規模の小ささと関係しているのではなかろうか。通信販売や月
賦販売の歴史的意義については十分に評価すべきであるが、同時代における他業種とのシェア等
を比較することで、大衆消費社会形成への影響がより明確になると考える。またそう考えたとき
に都市部における月賦販売の顧客についても、百貨店利用との比較から、新中間層に月賦利用が
広がりを見せていたとはいえ、一方で月賦に拠らない購買層が多く存在していたことが想定され
る。著者の分析を踏まえ、より新中間層の内実にフォーカスしていく研究が今後必要になってく
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るだろう。
　もっとも本書は百貨店の急速な発達や、あるいは公設・私設の小売市場の影響自体の意義を決
して否定しているわけではなく、そうした中で戦前期に進展した商業集積のもつ意味を展望にす
えつつ、中小小売商の持つ市場対応力のもつ重要性を指摘するものである。本書は大衆消費社会
に関する研究に新たな方向を示すものとして、研究史の中に高く位置付けられるものと言えよ
う。
　最後に、やや繰り返しになるが、両大戦間期の画期性の視角として本書を通じ用いられている
「モダニティ・パラダイム」は、和風か洋風か二項対立に収斂しない「合理的」な生活像と「享
楽的」な大衆文化を抽出する概念として、また嗜好の多様性と標準化への圧力が並存するとい
う、日本型流通の基底にある「日本型消費」を分析する概念として有効であり、生活史研究、流
通史研究の先行研究を架橋する枠組みを与えるものとして、本書では提示されているが、「モダ
ニティ・パラダイム」は大衆社会論の観点や、地域と軍隊といった日本近現代史の議論とも接合
していくことで更に大きな議論となり得るように思われる。
　大衆社会論では、大衆社会状況下の政治と社会の構造変容や、消費文化、大衆文化に着目した
政治社会史等の先行研究から、名望家社会から大衆社会への変化の枠組みについて一九二〇年代
に画期が措定されてきており（注 3）、近年の「軍隊と社会・地域」論においても軍隊駐屯や演
習と地域社会との関係を、消費やインフラ整備の論点も踏まえて捉え直す研究が進展している
（注 4）。こうした両大戦間期における政治史、軍事史、地域史の先行研究と本書の成果がとり結
ばれることで、日本近現代史研究に対する、より大きな視角が得られるのではないだろうか。今
後の研究を期待して提起しておきたい。
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